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大谷選手ありがとう
 大切に使います 

（多良木小）
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案
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任
委
員
会
報
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議
会
特
別
委
員
会
報
告
他

　

３
月
定
例
会
議
は
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
８
日
間
開
催
し
、
条
例
等
８
件
・
補
正
予
算
７
件
・

当
初
予
算
８
件
・
人
事
案
件
１
件
・
議
員
発
議
２
件
を
審
議
し
可
決
し
た
。

　

一
般
・
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
は
５
人
が
登
壇
し
町
長
・
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

（千円以下切捨て）

●土木費（約9,900万円の増）

　・道路維持費　＊町道の維持修繕関連経費ほか

　・社会資本整備総合交付金道路事業費

　　＊町道東光寺柿川線舗装打替工事・町道蓑田小林線橋梁上下工部工撤去工事ほか

　※※町道口の坪覚井線整備事業費　

　・河川総務費　＊河川掘削工事ほか

　・住宅建設費

●消防費（約2億300万円の増）

　・消防総務費　＊上球磨消防組合負担金ほか

　※災害対策費　＊庁舎防災用非常電源整備工事ほか

　・消防施設費　＊耐震性貯水槽整備工事ほか

●教育費（約1億9,300万円の減）

　※学校管理費　＊中学校屋外トイレ整備工事ほか

　・中学校校舎改築事業費（事業完了）

　・学校給食費　＊食材購入費ほか

●災害復旧費（約1億3,100万円の増）

　・農業用施設災害復旧費　＊Ｒ４・５年災分復旧工事ほか

　・林業用施設災害復旧費　＊Ｒ２～５年災分復旧工事ほか

●公債費（約1,700万円の増）

●議会費（約1,400万円の減）＊人件費等の減（議員２人削減）

6億1,909万円

4,250万円

1億7,460万円

1億2,980万円

2,263万円

廃　目

4億9,073万円

2億60万円

2億2,590万円

1,656万円

5億4,664万円

6,260万円

廃　目

1億3,505万円

7億3,117万円

1億3,907万円

4億2,188万円

6億4,944万円

6,578万円

Ｒ５年度 補 正 予 算

一 般 会 計

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直診勘定）

久 米 財 産 区

下 水 道 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

△6億4,432万円

△153万円

114万円

△300万円

△881万円

6,338万円

△314万円

72億9,364万円

12億8,495万円

　　　　2,065万円

　　　　　970万円

　2億8,908万円

16億6,058万円

　1億8,239万円

●Ｒ５年度最終議会（3/28）において3,777万円を追加し73億3,141万円とした。

　＊年度末における予算調整と繰越明許費（16事業）が主なものである。

会　　計　　名 補　正　額 予 算 総 額

　（千円以下切捨て）

※は次ページに記載してありますのでご覧ください。
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施
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一
般
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常
任
委
員
会
報
告

研
修
会
報
告

●総務費（約2億7,000万円の増）

　・一般管理費　＊人件費・委託料・負担金ほか

　・財産管理費　＊旧槻木診療所・旧下槻木小職員住宅解体ほか

　・庁舎維持管理費　＊エレベーター改修工事ほか

　※物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業 ＊暮らし応援事業交付金及び経費

●民生費（約4,100万円の減）

　・国民健康保険費　＊特別会計繰出金ほか

　・障害者福祉費　＊介護・訓練等給付費ほか

　・介護保険費　＊配食サービス委託料ほか

　・ふれあい交流センター管理費　＊修繕料・光熱費・施設管理委託料ほか

　※児童福祉費　＊人件費・教育・保育給付費・児童手当ほか

　・災害救助費　＊能登半島地震に伴う職員派遣

●衛生費（約3,800万円の減）

　・保健衛生総務費　＊公立多良木病院企業団負担金ほか

　※予防費　＊後期高齢者健康審査事業ほか

　・新型コロナウイルスワクチン接種事業費

●農林水産業費（約1億300万円の減）

　・堆肥センター管理費　＊技術作業員委託料ほか

　・ほ場整備事業費　＊水利施設等保全高度化事業負担金ほか

　・林業振興費　＊林業・木材産業生産性強化対策事業補助ほか

　・森林環境譲与税事業費　＊木造住宅促進事業補助ほか

●商工費（約600万円の増）

　・商工業振興費　＊イルミネーション関連事業ほか

12億5,354万円

3億9,108万円

4,490万円

4,450万円

4,919万円

18億9,638万円

9,223万円

4億1,741万円

2億4,856万円

7,217万円

7億48万円

219万円

6億7,522万円

4億447万円

7,346万円

廃　目

6億8,403万円

1,475万円

2,172万円

3,405万円

3,052万円

6,417万円

2,601万円

Ｒ６年度　特別会計予算Ｒ６年度　事業会計予算
　（千円以下切捨て）　（千円以下切捨て）

上水道事業会計

●収益的収支

　収入

　支出

●資本的収支

　収入

　支出

1億7,221万円

1億4,724万円

2千円

8,600万円

下水道事業会計

●収益的収支

　収入

　支出

●資本的収支

　収入

　支出

3億666万円

3億622万円

5,333万円

1億5,097万円

●国民健康保険 （事業勘定）

●国民健康保険 （直診勘定）

●久米財産区

●介護保険

●後期高齢者医療

12億1,336万円

　

1,201万円

1,523万円

15億6,560万円

1億9,580万円
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主な事業の中から、町の皆さんの声と共にお知らせします
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町道改良舗装工事（町道口の坪覚井線）

中学校屋外トイレ等整備工事（体育倉庫併設）

庁舎防災用非常電源設備整備工事

（千円以下切捨て）
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和田 レイ さん

多良木町防災士会

会長 嘉悦 芳幸 さん

多良木中学校

生徒会長 源嶋 友里 さん

1億2,500万円

１億８，０８４万円

３，５３６万円

参考写真：山江村役場設置分

今後建設される屋外トイレ等予定地

舗装予定の町道
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５ たらぎ議会だより 第130号

暮らし応援事業交付金（5,000円×8,554人）

後期高齢者人間ドック補助

小中学校入学祝い金（小学生：10,000円・中学生：20,000円）

（千円以下切捨て）

村 山  昇 さん

犬童 佳代子 さん
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久保田 恭子 さん

４，２７７万円

１９３万円

１７5万円

※詳細は、13ページを参照

健診センターコスモでも人間ドックは受診ができます！
むらやま　 のぼる

くぼた    きょうこ

いんどう    かよこ

Ｒ６年６月以降に配布予定

Ｒ７年度新入学者が対象

サンプル
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質
問

 

「
総
合
防
災
訓
練
を
行
う
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
広
域
防
災

の
時
代
で
あ
る
。
広
域
で
の
自
治

体
や
関
係
機
関
・
団
体
を
含
め
た

大
規
模
防
災
訓
練
が
必
要
で
は

町
長

　

来
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
で
は

県
の
防
災
ヘ
リ
を
要
請
し
、
防
災

関
係
機
関
と
も
日
程
調
整
を
行
い
、

実
動
訓
練
を
含
め
た
訓
練
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
推
進
地

域
に
上
球
磨
４
町
村
入
っ
て
お
り
、

確
認
事
項
と
し
て
担
当
部
局
に
お

い
て
協
議
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
地
域
全
体
で
災
害

が
起
こ
っ
た
場
合
、
連
絡
は
取
り

合
う
が
お
互
い
の
手
伝
い
は
で
き

な
い
。
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
の
協
議

の
課
題
で
あ
る
。

質
問

 

「
た
ら
ぎ
財
団
で
新
た
な
事
業

に
着
手
す
る
」
と
あ
る
が
、
具
体

性
が
見
え
な
い
。
概
要
は

町
長

１
　

具
体
的
な
空
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　

ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

２
　

政
策
提
言
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
イ
ン

　

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　

ー
シ
ョ
ン
の
支
援
を
行
う
。

　

①
　

多
良
木
町
の
食
材
を
使
っ

　
　

た
有
名
シ
ェ
フ
の
コ
ー
ス
料

　
　

理
を
創
出
。

　

②
　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

　
　

継
続
。

　

③
　

人
工
知
能
を
用
い
た
学
習

　
　

の
場
を
提
供
。

３
　

各
学
校
・
団
体
か
ら
の
実
習

　

生
の
受
入
れ
や
職
場
体
験
、
都

　

市
圏
で
の
催
し
物
に
多
良
木
農

　

産
物
を
出
店
さ
せ
る
等
、
地
域

　

活
性
化
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

　

実
施
。

４
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額
を
目

　

指
す
。

５
　

新
た
な
多
良
木
フ
ァ
ン
獲
得

　

の
た
め
財
団
に
は
中
心
的
役
割

　

を
担
わ
せ
る
。

６
　

情
報
発
信
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
、

包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
大

学
と
町
民
の
交
流
の
場
を
創
出
し

て
財
団
が
収
集
・
取
得
し
た
映
像

作
品
を
作
る
。

質
問

 

「
多
良
木
相
良
氏
関
連
遺
跡
群
」

を
国
の
重
要
文
化
財
登
録
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
国
県
に
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
る
が
、
指
定
さ
れ
た

場
合
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
整
備

と
必
要
な
財
源
補
助
を
ど
う
考
え

る
か

町
長

　

宮
崎
県
境
に
近
い
と
こ
ろ
に
鎌

倉
時
代
の
流
れ
を
く
む
中
世
武
士

団
の
痕
跡
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

地
政
学
的
に
は
非
常
に
特
別
な
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
相
良
統
治
時
代

の
鎌
倉
の
風
景
と
素
晴
ら
し
い
景

観
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り

の
た
め
の
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
と
、

物
語
を
学
芸
員
に
作
っ
て
も
ら
い
、

財
団
活
動
の
一
つ
で
あ
る
宿
泊
拠

点
の
整
備
に
文
化
庁
か
ら
の
補
助

と
と
も
に
財
源
を
惜
し
ま
ず
努
力

す
る
。

き
よ
しຏ

ឰ
׆

ဃ
ǽ

Ձ

い     

は
ら

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

Ｒ２年７月豪雨を教訓とした災害対応訓練
（内閣府ＨＰより）

たらぎ財団ＨＰより
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７つの条例改正等を可決７つの条例改正等を可決７つの条例改正等を可決
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ରରରରରରରରରରରରରରରରରରରରରରରࢍࢍࢍࢍࢍࢍࢍࢍࢍࢍࢍࢍࢍࢍࢍࢍࢍࢍ

固定資産評価審査委員会委員選任

٥ᒲผศඩȾͧșᴯȷɁȈឰ׆ᄉឰȉɥឰข٥ᒲผศඩȾͧșᴯȷɁȈឰ׆ᄉឰȉɥឰข٥ᒲผศඩȾͧșᴯȷɁȈឰ׆ᄉឰȉɥឰข

　地方自治法の改正に伴い、「議会議員の請負の状況の公表に関する条例」を定め、ま

た「議会議員政治倫理条例」の一部改正を行った。

　このことにより議員個人と町が年間300万円を上限として取引できる。その場合は

公表をすることとした。

　７つの条例案が上程された。地方自治法の改正に伴うものや「下水道事業特別会計」を

「地方公営企業会計」方式へ移行するため関係する上・下水道事業の条例の統合整備をす

るものであった。

　質疑・討論が行われたものは「介護保険条例の一部を改正する条例」であった。

「介護保険条例の一部を改正する条例」の質疑・討論

反対討論　　久保田議員 賛成討論　林田議員

　被保険者の65歳以上の収入は年金であり低

所得者の軽減措置はなされているが保険料は上

がる。

　基金や一般財源を投入して負担を少なくすべ

きである。国は介護保険給付を削減して自己負

担を増す介護保険制度の改悪を進めるもので反

対する。

　試算によると1,400人が「保険料」が下がり、

450万円以上の高所得者の９１人だけが上がる。

否決をすると一番迷惑をこうむるのは介護保険

サービスを受けている町民である。これからの

介護基盤整備や新たなシステムづくりに必要な

予算であり、介護保険サービスの質の向上を実

現できる機会と考え賛成する。

久保田議員　質疑

　基金や一般財源を投入して値上げしないで済

む検討はしたのか。

林田議員　質疑

　この条例改正はＲ６年度の「介護保険特別会

計」の歳入に反映されているのか。また「反対」

となれば介護保険サービスを受けられている方

が重大な影響が出ると予想されるのでは。

町長　答弁

　一般財源を２億3,200万円投入し基金は980

万円を取り崩している。

新堀福祉課長　答弁

　Ｒ６年度の「介護保険特別会計」に反映して

いる。介護保険サービスを受けている方に多大

なる影響を及ぼすことが予想される。

たらぎ議会だより 第130号 ６

田中　雄さん(久米)を再選任した。３年間よろしくお願いします。
たなかしずお

　第９期介護保険事業計画期間開始に伴い現行の９段階から13段階にする等の介護保険法

施行令等の改正に伴い標準月額保険料が改定されることとなった。
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予
算
・
補
正
予
算

主
軸
事
業

人
事
案
件
・
発
議
・
条
例
等
改
正

施
政
方
針
質
問

一
般
質
問

常
任
委
員
会
報
告

議
会
特
別
委
員
会
報
告
他

予
算
・
特
別
会
計

主
軸
事
業

施
政
方
針
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

常
任
委
員
会
報
告

研
修
会
報
告

質
問

　

昨
年
は
「
農
地
利
用
の
将
来
像

を
描
き
議
論
を
深
め
て
い
く
ス
タ

ー
ト
の
年
」
と
言
わ
れ
、
R6
年
度

は
「
地
域
で
の
話
し
合
い
を
本
格

化
さ
せ
る
」
と
あ
る
が
R5
年
度
は

ど
の
よ
う
な
議
論
を
さ
れ
、
R6
年

度
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る

の
か

魚
住
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

地
域
計
画
に
つ
い
て
は
、
R7
年

度
末
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ

り
、
R5
年
度
は
、
計
画
策
定
に
向

け
担
当
部
署
に
よ
る
先
進
地
研
修

な
ど
に
よ
る
情
報
収
集
や
農
業
委

質
問

　

「
活
動
人
口
」
こ
そ
が
町
の
持

続
可
能
性
を
高
め
て
い
く
と
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
若
い
世
代

の
意
見
が
聞
け
る
場
所
に
参
加
さ

れ
る
考
え
は

町
長

　

例
え
ば
イ
ベ
ン
ト
・
会
合
・
祭

り
を
実
施
す
る
か
ら
来
て
ほ
し
い

と
い
う
案
内
が
あ
れ
ば
、
公
務
が

な
い
限
り
私
は
出
席
す
る
用
意
は

あ
る
。
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ࡥ

Ȳ
ɑ
ɒ
ឰ
׆

げ   
じ
ま

け
ん   

じ
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ผ
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׆
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ն

お
ち  

あ
い

質
問
　

　

中
学
校
の
解
体
工
事
契
約
変
更

の
予
算
内
訳
は

黒
木
生
涯
学
習
課
長

　

２
回
目
の
契
約
変
更
額
(
増
額

1,418
万
円
)
の
主
な
内
容
は
、
体
育

館
屋
根
材
下
の
ス
レ
ー
ト
を
ア
ス

ベ
ス
ト
み
な
し
含
有
と
判
断
し
、

撤
去
費
用
の
追
加
に
よ
る
直
接
工

事
費
の
増
額
が
約
880
万
。
発
生
材

の
処
分
費
が
約
123
万
、
ア
ス
ベ
ス

ト
調
査
費
用
が
約
73
万
と
な
っ
て

い
る
。

質
問

　

ア
ス
ベ
ス
ト
が
解
体
工
事
す
る

ま
で
わ
か
ら
な
い
理
由
は

林
田
建
設
課
長

　

解
体
に
あ
た
り
参
考
資
料
(
当

時
の
設
計
書
・
図
面
)
や
現
地
調

査
を
も
と
に
積
算
を
行
っ
て
い
る

が
、
使
用
し
て
い
る
建
材
は
明
記

が
な
く
、
書
類
の
保
存
期
間
も
過

ぎ
て
い
る
た
め
、
解
体
を
慎
重
に

行
い
な
が
ら
解
る
と
い
う
の
が
現

状
と
な
っ
て
い
る
。

質
問

　

ア
ス
ベ
ス
ト
解
体
時
の
安
全
性

・
安
全
対
策
は

林
田
建
設
課
長

　

解
体
部
分
を
シ
ー
ト
で
覆
い
、

密
閉
状
態
で
防
塵
マ
ス
ク
や
防
護

服
着
用
し
た
う
え
で
ア
ス
ベ
ス
ト

撤
去
の
有
資
格
者
が
施
工
し
て
い

る
。
屋
外
に
関
し
て
は
粉
じ
ん
飛

散
防
止
の
為
、
風
の
な
い
日
を
選

ん
で
い
る
し
、
そ
の
上
で
散
水
も

行
っ
て
い
る
。

質
問

　

近
隣
住
民
へ
の
告
知
・
説
明
は

林
田
建
設
課
長

　

今
回
も
解
体
前
に
告
知
・
報
告

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
新
し
く
解

体
工
事
に
着
手
す
る
場
合
も
同
じ

よ
う
に
行
っ
て
い
く
。

町
長

　

ア
ス
ベ
ス
ト
等
有
害
な
も
の
も

あ
る
の
で
、
近
隣
住
民
へ
は
し
っ

か
り
と
説
明
を
行
い
、
苦
情
な
ど

が
出
た
場
合
は
説
明
会
も
視
野
に

入
れ
丁
寧
に
行
っ
て
い
く
。

質
問

　

有
事
の
際
の
メ
ー
ル
配
信
の
現

状
は

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

火
災
発
生
時
に
上
球
磨
消
防
署

よ
り
防
災
無
線
と
併
せ
て
メ
ー
ル

配
信
を
行
っ
て
い
る
。
409
件
の
登

録
が
あ
る
が
存
在
し
な
い
も
の
も

あ
り
メ
ー
ル
配
信
が
遅
く
な
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
の
で
整
理
を
進

め
近
く
解
決
す
る
も
の
と
思
う
。

質
問

　

ラ
イ
ン
ア
プ
リ
の
運
用
す
る
予

定
は

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

分
団
長
以
上
は
現
在
ラ
イ
ン
を

活
用
し
て
お
り
有
効
だ
と
思
う
。

し
か
し
情
報
の
乱
立
な
ど
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
充
分
関
係
機
関
と

協
議
し
た
う
え
で
、
町
と
し
て
も

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

町
長

　

緊
急
連
絡
は
な
る
べ
く
早
く
情

報
の
共
有
が
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
。
非
常
に
有
効
な
手
段
だ
と
思

う
の
で
危
機
管
理
防
災
課
や
４
町

村
の
担
当
と
も
協
議
し
て
い
く
。
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員
会
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
調
整

を
進
め
、
座
談
会
に
よ
る
農
地
利

用
の
将
来
像
を
描
く
た
め
R6
年
度

は
議
論
を
深
め
て
い
く
ス
タ
ー
ト

を
切
る
予
定
で
あ
る
。

木
下
会
計
管
理
者

　

今
年
１
月
に
公
金
管
理
検
討
委

員
会
を
開
催
し
、
業
種
の
異
な
る

５
名
の
方
に
出
席
を
い
た
だ
き
、

資
金
運
用
状
況
を
説
明
し
、
町
民

に
は
広
報
た
ら
ぎ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
し
て
財
政
事
業
を
半
期
ご

と
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

　

財
団
は
、
新
た
に
８
項
目
の
事

業
に
着
手
す
る
と
あ
る
が
、
限
ら

れ
た
人
数
で
沢
山
の
事
業
に
取
り

組
む
の
は
無
理
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
事
業
に
本
腰
を
入
れ
て
も
ら

い
た
い
の
か

町
長

　

財
団
の
最
終
目
標
は
ふ
る
さ
と

納
税
を
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
、

自
由
に
使
え
る
お
金
を
生
み
出
し
、

全
体
の
事
業
を
動
か
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
今
後
、
財
団
に
は
し

っ
か
り
と
ふ
る
さ
と
納
税
を
頑
張

っ
て
い
く
様
に
伝
え
て
い
く
。

質
問

　

「
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
運

用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
住
民
の
皆

さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は

と
て
も
大
切
な
事
」
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
ど
う
い
う
方
法
で
報

告
す
る
の
か

魚
住
農
業
委
員
会
事
務
局
長

木
下
会
計
管
理
者

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

今後期待される農地の集積・集約

公金を管理する会計室

期待されるふるさと納税
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町
長

質
問

質
問

質
問

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

林
田
建
設
課
長

質
問

林
田
建
設
課
長

黒
木
生
涯
学
習
課
長

林
田
建
設
課
長

質
問

町
長

質
問
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ᦉ
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ȷ
ȗ
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質
問
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椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

より早い情報を！

現在行われている旧公民館解体工事



予
算
・
補
正
予
算

主
軸
事
業

人
事
案
件
・
発
議
・
条
例
等
改
正

施
政
方
針
質
問

一
般
質
問

常
任
委
員
会
報
告

議
会
特
別
委
員
会
報
告
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質
問

　

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
、
様

々
な
事
態
を
想
定
し
た
対
応
・
対

策
の
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

山
間
地
が
孤
立
時
の
物
流
や
物
資

の
調
達
体
制
は

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

孤
立
可
能
性
地
区
に
は
事
前
に

食
料
・
飲
料
水
等
を
公
民
館
等
に

備
蓄
済
み
で
あ
る
。
ま
た
長
期
化

の
対
応
は
ヘ
リ
輸
送
・
オ
フ
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
・
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
の

検
討
と
早
め
の
避
難
を
促
す
。

質
問

　

「
指
定
避
難
所
」
が
機
能
し
な

い
場
合
の
二
次
避
難
所
の
確
保
は

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

指
定
避
難
所
が
機
能
し
な
い
場

合
は
県
内
外
の
ホ
テ
ル
活
用
や
災

害
協
定
の
阿
久
根
市
と
広
域
的
連

携
も
あ
る
。

質
問

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
受
け
入

れ
る
「
福
祉
避
難
所
」
の
確
保
と

「
医
療
支
援
」
や
「
入
浴
支
援
」

体
制
は

新
堀
福
祉
課
長

　

高
齢
者
用
の
避
難
所
は
町
内
４

つ
の
介
護
事
業
所
と
協
定
を
結
ん

で
い
る
が
、
障
が
い
者
の
避
難
場

所
は
現
在
確
保
で
き
て
い
な
い
。

竹
下
住
民
ほ
け
ん
課
長

　

医
療
支
援
は
災
害
救
助
法
適
用

の
場
合
は
県
の
主
導
と
な
る
が
、

他
は
本
町
が
行
う
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
を
定
め
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
に
努
め
て
い
る
。

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

入
浴
支
援
は 

「
え
び
す
の
湯
」 

・

「
防
災
ト
イ
レ
内
シ
ャ
ワ
ー
施
設
」の

活
用
ま
た
、
「自
衛
隊
野
外
入
浴
支

援
」 

次
年
度
に
は
身
体
拭
き
の
ウ

ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン

プ
ー
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問

　

学
校
被
災
の
場
合
の
児
童
生
徒

の
学
習
支
援
や
心
の
ケ
ア
は
、
ま

た
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
久
米
小

学
校
の
対
策
は

黒
木
生
涯
学
習
課
長

　

学
校
機
能
喪
失
の
場
合
は
、
ネ

ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
利
用
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
心

の
ケ
ア
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

す
べ
て
の
学
校
は
耐
震
診
断
基
準

で
は
倒
壊
等
の
危
険
性
は
低
い
と

考
え
て
い
る
。
被
害
程
度
の
少
な

い
学
校
教
室
を
利
用
し
可
能
な
限

り
の
授
業
の
実
施
を
し
て
い
く
。
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̄
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た
け 

は
る

質
問

質
問

質
問

質
問

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

新
堀
福
祉
課
長

竹
下
住
民
ほ
け
ん
課
長

黒
木
生
涯
学
習
課
長

支援物資を運ぶ自衛隊機

補聴器購入支援を！

事前に備蓄済み

ᪿᕶ࿎ᝩᤎͶҤɂޗ
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Ñ

①
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

②
川
辺
川
ダ
ム
建
設
問
題
に
つ
い
て

◆ 

そ
の
他
の
質
問 

◆

質
問

　

難
聴
が
認
知
症
の
最
大
リ
ス
ク

で
、
高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助

成
が
県
内
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

高
額
で
高
齢
者
に
は
手
が
出
な
い

の
で
検
討
で
き
な
い
か

新
堀
福
祉
課
長

　

難
聴
に
よ
り
認
知
症
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

県
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ
65
歳
以
上
・

非
課
税
世
帯
・
費
用
の
２
分
の
１

等
の
限
度
額
が
決
め
て
あ
る
。
R6

年
度
予
算
で
と
課
内
検
討
は
行
っ

た
が
、
財
源
の
確
保
が
必
要
で
国

県
等
の
情
報
を
収
集
し
た
い
。

質
問

新
堀
福
祉
課
長
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一
般
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問
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会
報
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研
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会
報
告

あ
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ឰ
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ま
え     

だ

質
問

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は

小
林
産
業
振
興
課
長

　

満
足
度
の
質
問
回
答
は
、
と
て

も
満
足
が
２
件
、
ま
あ
ま
あ
満
足

が
６
件
、
普
通
10
件
、
と
て
も
不

満
が
２
件
で
、
意
見
感
想
は
良
か

っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
コ

ラ
ボ
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
て

欲
し
い
な
ど
初
年
度
と
し
て
は
期

待
感
も
含
め
少
し
評
価
で
き
る
と

思
う
。

質
問

　

商
工
業
振
興
を
目
的
と
し
て
始

め
た
事
業
だ
が
ど
ん
な
効
果
が
あ

っ
た
か

小
林
産
業
振
興
課
長

　

収
益
・
集
客
数
と
い
う
観
点
か

質
問

　

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
多
く
発
信
し
、

さ
ら
に
経
済
効
果
に
繋
が
る
対
策
は

林
田
企
画
観
光
課
長

　

地
域
資
源
調
査
を
行
っ
た
結
果

か
ら
「
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
た
ら
ぎ
」

と
「
青
蓮
寺
」
を
始
め
と
す
る
文

化
財
の
情
報
を
さ
ら
に
発
信
す
れ

ば
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

町
長

　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
を
制
作
す
る
事
は
な
か
な

か
難
し
い
が
町
の
観
光
事
業
や
経

済
効
果
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

ら
は
目
標
に
程
遠
い
が
、
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
は
農
林
商
工
と
連
携

し
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
事

業
と
し
て
活
発
化
し
効
果
を
上
げ

て
い
き
た
い
。

町
長

　

県
の
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
に
応

募
し
、
半
額
の
補
助
金
を
確
保
し

て
あ
れ
だ
け
の
事
業
が
で
き
た
こ

と
は
よ
か
っ
た
と
思
う
。
少
し
ず

つ
規
模
を
大
き
く
し
て
い
き
た
い
。
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①
防
災
グ
ッ
ズ
の
補
助
は

◆ 

そ
の
他
の
質
問 

◆

？

小
林
産
業
振
興
課
長

質
問

小
林
産
業
振
興
課
長

質
問

町
長

目
標
か
ら
は
程
遠
い
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質
問

　

派
遣
職
員
の
人
数
と
活
動
内
容
は

岡
本
総
務
課
長

　

県
職
員
と
市
町
村
職
員
と
で
20

人
の
班
編
成
で
、
①
住
宅
被
害
認

定
調
査
、
②
罹
災
証
明
書
の
発
行

業
務
、
③
相
談
業
務
に
あ
た
っ
て

い
る
。

質
問

　

活
動
の
報
告
経
路
と
そ
の
報
告

の
時
期
は

岡
本
総
務
課
長

　

職
員
が
帰
庁
し
て
か
ら
の
口
頭

で
の
報
告
に
加
え
後
日
、
県
よ
り

デ
ー
タ
が
送
っ
て
く
る
。

町
長

　

県
職
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
労

務
・
健
康
管
理
・
超
過
勤
務
を
担

当
し
、
報
告
す
る
。
責
任
の
所
在

は
町
で
し
っ
か
り
対
応
す
る
。

質
問

　

R6
年
度
柳
野
分
校
100
周
年
、
R7

年
度
多
良
木
町
合
併
70
周
年
と
あ

る
が
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制
作
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か

林
田
企
画
観
光
課
長

　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制

作
す
る
に
は
い
い
節
目
で
あ
る
が
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
に
特
化
し
た
物
を

創
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

質
問

質
問

町
長

林
田
企
画
観
光
課
長

林
田
企
画
観
光
課
長

質
問

質
問

町
長

岡
本
総
務
課
長

岡
本
総
務
課
長

雨の中の調査活動
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総務産業常任委員会

　本町にとっての観光とは、「まさに歴史そのものに触れてもらう！」こと。

さまざまな地域に歴史をめぐる歴史観光があるが、「歴史とロマンの里」をスローガンとする本

町には充分にアプローチできる資源がある。Ｒ３年度から

「多良木相良氏遺跡調査」を開始し、報告書が刊行された。

これより先、この文化遺産を町民と共有し観光の活性化を

図る取り組みが行われている。

　宿泊施設である「ブルートレインたらぎ」の今年度宿

泊者数は、3,500人と開業以来２番目とまだまだ増加が見

込め、秋季企画展での来場者の75％が県外からの来訪と、

注目の高さが見て取れる。

　歴史文化を理解し周遊する事で有名な観光地もまねでき

ない、唯一無二の本物の歴史を体感することができる。

　H27年には「相良700年が生んだ保守と進取の文化」と題

した物語が日本遺産に認定された。

　本町ではこの構成文化財に「多良木相良氏遺跡群」を位

置付けているのも本物という裏づけにほかならない。先人

が残してくれた歴史を知り、感謝と畏敬の念をもちながら、観光業に光をあて、我が委員会も

応援していく。

 「歴史とロマンの里」にようやく追い風が吹きだしたと感じた。　　　　　　 文責　落合

「歴史とロマンの里」のこれからは

伝相良頼景館跡

国指定　重文 （彫） 阿弥陀三尊 国指定　重文 （建） 青蓮寺阿弥陀堂

【文化庁発】 YouTube
「いせきへ行こう！」 vol.11

中世が薫る隠れ里
 ～熊本県多良木町～ 配信中

予
算
・
特
別
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主
軸
事
業

施
政
方
針
質
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一
般
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問

一
般
質
問

常
任
委
員
会
報
告

研
修
会
報
告

厚生建設文教常任委員会
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新年度、何が変わるのか

主な２つの新規事業（住民ほけん課　☎42-1100）

１　後期高齢者人間ドック助成事業

　⑴　助成対象要件

　　①　本町に住所を有する後期高齢者医療被保険者。

　　②　後期高齢者集団検診・がん検診等を受けていないこと。

　　③　助成を受けた人間ドックの結果を町に提供すること。

　　④　検査結果によって町の保健指導を受けることに同意すること。

　　⑤　町税等の滞納がないこと。

　⑵　助成内容

　　　検査費用に係る自己負担額の１/２以内（上限：男性 20,000円、女性 25,000円）

２　妊娠・出産包括支援事業（産後ケア事業）

　⑴　事業目的

　　　退院直後の母子に対して心身ケアや育児のサポート等を行い、産後も安心して子育てが

　　できる支援体制を確保する。

　⑵　事業概要

　　　産後ケアを必要とする産後１年未満の母子に対して、訪問型・通所型・宿泊型で実施。

　⑶　実施方法・実施場所

　　①　宿泊型：病院等の空きベッドの活用により宿泊による休養機会の提供。

　　②　通所型：個別・集団で支援が行える施設において日中、来所した利用者に対し実施。

　　③　訪問型：医療機関の助産師が利用者の自宅を訪問し実施。

　⑷　利用料金

　　　課税世帯（費用の１割）、非課税世帯・生活保護世帯（無料）

条例等の改正

１　介護保険条例の一部改正

　　標準月額介護保険料改定　6,600円 → 6,900円（＋300円）

２　多良木町立多良木学園の指定管理者の指定期間の変更

　（変更理由）

　　　多良木学園の民営化にあたり、社会福祉法人つつじケ丘学園との協議に期間を要する

　　ため。

　　「Ｒ２年４月１日からＲ６年３月31日まで」を

　　「Ｒ２年４月１日からＲ７年３月31日まで」に変更

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　猪原

75才以上対象



ɛșȦȰǽࡆǽஓ̅फ႔ɛɝᆅεɛșȦȰǽࡆǽஓ̅फ႔ɛɝᆅε

ᡵᣋȽȈțɞឰ͢ȉɥᄻȪᆅεɋᡵᣋȽȈțɞឰ͢ȉɥᄻȪᆅεɋ

ɛșȦȰǽࡆǽஓ̅फ႔ɛɝᆅε

ᡵᣋȽȈțɞឰ͢ȉɥᄻȪᆅεɋ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本町の「政務活動費」について宮崎県の日之影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町議会の高舘議長をはじめ総勢10人の研修を受け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入れた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本県内でもいち早くこの調査研究活動の制度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を取り入れ「議会人としての問題意識」を重視し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て過去の議員全員での研修からより当時の「政務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査費」の制定に変更した経緯や活動費の「使途
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の方法や透明化」等についての説明を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日之影町からは「交付年額の６万円の設定」に
対する質問や「収支・活動報告等」の質問がなされ、またタブレット端末使用の検討について
も質問があり有意義な意見交換をおこなった。

「政務活動費」とはの研修
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　議会活性化特別委員会は「住民参加型行政を」目指した相良村議
会中継システム研修をおこなった。村議会議員による定例会を「庁
舎内モニターをはじめ村内ケーブル放送」できないかとの問いかけ
に始まり、安価な方法での導入の模索が始まった。その後、交付金
を活用し、平成22年からシステムを導入され14年目となる。導入
費用・システム機器更新費・維持費等の質問や村民の方の反応等の
質疑応答を行い導入への意識が議員の中に高まってきたと感じた。
　議会は中継システム導入の「そもそもの論議」はもとより、まだ
まだ多くの研修を行いそのメリット・デメリットを考慮して今後も
研修・検証を行っていくこととした。
　　　　　　　　　　　　　　　　議会活性化特別委員会　林田

相良村議場にて
システム機器見学

ឰ͢ɁʑʂʉʵԇȞɜឰ͢ɁʑʂʉʵԇȞɜÄØÄØˁᯚ࣊ԇɋˁᯚ࣊ԇɋឰ͢ɁʑʂʉʵԇȞɜÄØˁᯚ࣊ԇɋ

　上球磨町村議会研修で地方公共団体支援機構の上席研究員、長内伸悟氏の講演が行われた。
  「男気の議会改革」「免罪符の議会改革」「トレ
ンドの議会改革」もう止めませんかに始まり「エ
ピソードからエビデンス」へと、これまでの議会
活動のやり方や思考方法を根本から見直すきっか
けとなるような講演であった。
　これまでの「データの思い込み」をなくし、そ
の正しい分析と資料のデジタル化を計りＤＸ（デ
ジタルトランスフォーメーション）による変革を
なすべきであるとの確信をした。 あさぎり町　「せきれい館」での研修

おさないしんご
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　湯前町保健センターに上球磨４町村の議会広報担当者が会し、それぞれの議会広報誌づくり
のプロセスや独自の工夫等について意見交換を行った。

 各町村の工夫

多良木町：表紙にはタイムリーなイベントを主に読者の興味を引くインパクトのある写真を使
用。裏表紙の「豆ちしき」には球磨弁での会話形式を用いて面白味を出す。
あさぎり町：全国広報誌コンクール上位に来るものは２色刷りでも赤色系統が多いことに着目
し、目立ちやすい赤系統の文字や下地を使用。
湯前町：住民の関心・行動を促し、子どもにもわかりやすい内容にしている。
水上村：村の広報に議会広報を入れていて、記事
の内容が村の広報と重複せず、行政との連動を図
っている。

議会広報のブラッシュアップを目指して 上球磨議会広報研修会　
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「地方議員のための役所を動かす質問の仕方」「地方議員のための役所を動かす質問の仕方」「地方議員のための役所を動かす質問の仕方」
熊本県町村議会議員研修

ц
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ᭉ

上球磨４町村の広報担当者が集結上球磨４町村の広報担当者が集結上球磨４町村の広報担当者が集結上球磨４町村の広報担当者が集結上球磨４町村の広報担当者が集結

個性ある各町村の議会だより

　川本達志（現 広島修道大学非常勤講師）先生を講師としZoomにて研修を行った。
　一般質問を執行部側からの目線でいかに効率的に効果をあげることができるのか、その意義
とは、「いい仕事」「いい質問」とは、多岐にわたる課題をあげての講義であったが、私が一番
共感したのは、議員の強みとは住民からの意見に近いことだが、その意見の集約とデータ整理
が重要であること。それを元に執行部を納得させるエビデンス（根拠）とできるかどうか、執
行部が飲み込みやすい実行しやすい提案となっているか？というところだった。
　一般質問をする時、「執行部との対決姿勢を良しとし住民の意見を精査する事なく提案しが
ちである部分は、結局住民になんの利もなく終わる」という事を、あらためて理解する事がで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きた。思いつきの質問でなく成果に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋げるべくテーマを絞りデータを集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約・整理し、仮説ストーリーを立て、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数回にわたり質問を重ねられるよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な住民に利となるやり方を全議員で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目指す必要性を講義を通して感じる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことができた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　落合Zoomにて合同研修

マンネリ化を打破したい。
全ページカラー化は困難か？
伝える議会より伝わる議会にするには？
　　　　　　　　　　　　文責　猪原



　

春
ら
ん
ま
ん
、
３
月
に
こ
う
い
う
言

葉
が
あ
る
。「
虫
出
し
の
雷
」
で
あ
る
。

雷
が
鳴
る
事
に
よ
っ
て
地
面
の
虫
と
か

小
動
物
な
ど
が
地
面
か
ら
這
い
出
し
活

発
な
活
動
を
し
て
い
く
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
た
ば
こ
の
定
植
な
ど
、
全
般
的
に

農
作
業
の
始
ま
る
季
節
で
も
あ
る
。

　

３
月
と
い
え
ば
、
次
年
度
の
予
算
を

決
め
る
重
要
な
定
例
会
議
で
あ
る
。
会

議
が
終
わ
れ
ば
少
し
は
ホ
ッ
と
す
る
。

　

新
年
度
の
予
算
か
ら
色
々
な
実
情
が

う
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
人
口
減
少
か

ら
の
自
主
財
源
の
減
少
、
高
齢
化
に
よ

る
医
療
費
の
負
担
増
と
い
っ
た
自
然
現

象
で
あ
る
。
大
幅
な
自
主
財
源
の
増
加

の
見
込
み
は
な
く
、
今
後
は
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
予
算
配
分
及
び
事
業
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

久
々
に
中
学
校
の
卒
業
式
に
参
加
を

し
た
。
若
者
の
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら

し
い
卒
業
式
で
あ
っ
た
。
本
町
が
進
め

る
英
会
話
教
育
に
は
歳
月
と
お
金
が
か

か
る
が
、
実
に
未
来
を
見
据
え
た
事
業

で
あ
り
、
こ
の
卒
業
生
か
ら
国
際
的
に

通
用
す
る
人
材
が
輩
出
出
来
れ
ば
と
願

っ
て
い
る
。
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好
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林
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俊
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金利復活元年です!!

多良子

ࣗୡͷੜ׆ʹɺͲ Ό͗ΜӨ͋ڹ ͱͬͶʙ

ۚརͷ্͕ΕՈങ͏ͨΓंͷϩʔϯ
ΉΜ͕গͷ͏ͳͬͲͳ

球磨雄

多良子

ΒʹΌ͔ͨͬങ͍͔ͬ͢ࠓ ͱ Ό͖ɺͨ ͍ Ό͗ͯ͑ߟ ۚརͷ
ಈ͖ͬ͡ Γ͘ͱͯݟങ͏ ͝ͱͤ ΜΜͳ͊

球磨雄

ͦ Ό͗Μ͍ͨɻ͡ ͬ͘ Γۚརͯݟങ͏ ͝ͱͤ ΜΜ͍ͨ

多良子

݄̏ࠓ ɺ͕ۜϚΠφεۚརղআͨ͠ͱ͠ ͱͬΜͶʙ

球磨雄

ར্͛��ͿΓͰͳ ʙ͊
ۚརϚΠφε���ˋ͔Β���ˋʹҾ্͖͛ ͱͬ͛ͳ

作　豊永

ＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントとは、
すべての人に対して読み間違いを防いだり、
読みやすくするために工夫してデザインされた
フォントです。

春らんまん


	01
	02-03
	04-05
	06-07
	08-09
	10-11
	12-13
	14-15
	16

